
広 報

◎

市浦村子ども会ジュニア・リーダー研修会

が、7月 22、 23日 と開催されました。

これには、村内の子ども会から30人が参加

し、リーダーとしての心構えを学習しました。

子どもたちは「金魚ねぶた作りなど楽しいこ

とがいっぱい」と話していました。
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広報ιチろ {2)

七百年の時空を超える歴史の旅が今はじまる

十尊キ発針路は十二湊ヘ

公

　

紺

ニー歴史探見講演会 IT

平泉文他の謎
キ甲ワ■ドは東日流外三郡誌

『探見 くん』
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―ブラジル在住の村元末治さん一

広報ιチろに)

轟あ調騎霞|
なるかじり○

暑かつた夏にも終わしノなつげ、これ

分ら |さ涼しい秋の季節。

広報しうら編集室では、皆さんの電

話 1本でどこにでも取材に行きます。

どしどし情報をお寄せ下さい。

■62…2111内線19番

今
回
や
っ
と
夢
が
実
現
。
現
在
は
、
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(5)広 報ιチろ

ボクたちが植えた

じやがいも

こんなに大きく

なったよ !

― 相内保 ―

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
や
ん

い
つ
ま
で
も

元
気
で
ね
！

―

十
三
保

―

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
¨
事
後
ア



二

十

一
世

紀

に
向

か

っ
て

、

市

内

文

明
塾

頭

を

は

じ

め

、

二

十

代

持

つ
塾

生

は

、

‘

フ
づ

く

り

の
為

ま

し

た
。

「
古

き

を

訪

ね

て
新

し

き

を

知

る

」

心

境

で
す

。

安

倍

・
安

東

氏

が

そ

の
昔

、

福

島

城

、

唐

川

城

を

居

城

と

し

て
勢

羅

に

よ

る

十

三

宗

寺

が
建

て

ら

れ

、

郎

歴

史

民

俗

資

料

館

長

は

、

元

教

で
内

容

も

充

実

し

て

お

り

、

私

た

た

ち

の
思

い
出

も

少

し

づ

つ
薄

ら

校

長

が
福

島

城

跡

へ
社

会

勉

強

に

が

、

今

回

の
案

内

を

聞

い
て
と

て

り

潮

ふ
く

む

風

の
中

で

、

四

季

の

つ
く

づ

く

か

み

し

め

て

い
ま

す

。

私

も

い

つ
、

ど

こ

で
聞

か

れ

て

も

今

回

の
歴

史

探

見

バ

ス

ツ

ア

ー

（

を

歩

み

つ

つ
あ

る

私

が

甦

り

く

る

齢 鐵 D
市浦村敬老会を開催

期  日 平成4年 9月 15日 (火 )敬老の日

場  所 市浦村コミュニティセンター (ホ ール)

時  間 午前 10時 30分より

〔福祉バス〕 十三公民館前発9:30～ コミセン

大 田 (古 川芳照商店前 )9:50～

〔教委バス〕 脇元公民館前発9:30～ 磯松公民

館前発9:35～ コミセン

三和精肉店前発9:50～ コミセン

〔博 愛 号〕 桂川 (秋 田谷久助宅前発)9:50

9月 9日 は救急の日ですノ



ス
ポ

ー

ツ

と

映

像

を

ド

ッ
キ

ン
グ

し

た
斬

新

な

ア

イ

デ

ア

が
的

中

し

、

ス
キ

ー

場

内

に

は

、

約

二

万

人

お

り

、

観

光

客

は

概

ね

一
週

間

単

位

で
滞

在

す

る

と

い
う

こ

と

で
し

ば

れ

る

ア

パ

ー

ト

組

合

と

観

光

局

、

組

合

で
構

成

し

て

お

り

、

モ

ル

ジ

光
客
を
誘
致
し
て

お
り
、
建
物
も
外

宿
泊
料
は
週
三

び

パ

ス
ポ

ー

ト

持

参

で
滑

る

雄

大

そ

の
間

、

吹

雪

の

日

は

一
週

間

に

と

場

内

を

全

面

車

両

禁

上

に

し

安

余

暇

を

楽

し

め

る

環

境

づ

く

り

を

ま

た

ス
キ

ー

場

か

ら

の
ゴ

ミ

や

排

水

の
処

理

な

ど
村

が
責

任

を

も

っ
て

処

理

し

、

道

路

の
除

雪

は

二

十

四

時

間

体

制

で
実

施

し

て

い
ま

れ

て

お

り

、

自

然

景

観

を

破

壊

す

る

事

な

く

観

光

開

発

を

進

め

て

い

る

見

事

な

お

手

本

で

し

た
。

エ
ビ

ア

ン
は

温

泉

と

水

の
街

で

、

エ
ビ

ア

ン
水

の
源

水

は

、

砂

層

い
な

い
全

く

の
天

然

水

で
、

現

在

議

場

で
記

念

撮

影

を

し

て

い
た

だ

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ア

ル
プ

ス

の
典

型

歓

迎

し

て

く

れ

た
。

ス

に

い
る

よ

う

な

錯

党

に
陥

る

よ

仕

入

れ

た

が

、

フ

ラ

ン

ス
語

が

出

240-



奥
州
十
二
湊

日
本
将
軍
安
倍
　
　
な

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
　

れ
た
名
は
、
秀
山
玄
泰
と

い
い

康
季
公

の
嫡

男
を
安
倍
安
藤
義
　
　
両
系
図
に
よ
り
ま
す

と
、
義
季
　
　
ま
す

が
、
な
ん
と
な
く
津
軽
富

季
と

い
い
ま
す
。
　

　

　

　

　

　

　

は
安
藤
康
季

の
長
男
と
し

て
生
　
　
士
と

い
わ
れ
た
岩
木
山
か
ら

「

こ
の
義
季

に

つ
い
て
は

「
秋
　
　
ま
れ
、
十
三
湊
下
国
安
藤
家
を
　
　
秀
山
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も

の

中一一］軒一『輌］一一一　　抑一「」疇一」一一̈九去⌒̈　　一一固〓をぅ一一一一一̈一一一

れ
て

い
ま
せ
ん
。

ま
た
、

「
湊
　
　
に
当
た
り
ま
す

の
で
、
真
冬
と
　
　
と

い
う
意
味

で

「
玄
泰
」
と
称

り

ま

せ

ん
。

と

い
う

の

は

、

義

季

の
戦

死

し

た

場

所

が

岩

木

山

麓

だ

っ
た

し

、

祖

父

盛

季

や

父

糠

季

が

南

部

氏

と

の
戦

い
に
敗

北

し

た

津

軽

を

奪

い
返

そ
う

と

い
う

信

念

を

貫

い
た

人

物

だ

っ

義
季
職
死
す

義

季

が

生

ま

れ

た
所

や

年

齢

な

ど

は

わ

か

り

ま

せ

ん

が

、

「

下

国

伊

駒

安

倍

姓

之

家

譜

」

に

次

の
よ

う

な

文

が
載

せ

ら

れ

て

「義
季
、
安
東
大
、
後
花
園

院
、
享
徳
二
年
、
津
軽
鼻
和
郡

大
浦
郷
狼
倉
舘
の
処
に
楯
籠
り
、

南
部
の
軍
勢
六
千
余
騎
に
攻
め

ら
れ
て
生
害
し
畢
ん
ぬ
、
本
所

の
侍
生
き
残
り
退
散
し
、
深
浦

の
舘
を
築
き
て
籠
る
」
と
あ
る
。

義
季
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
南
部
氏
か
ら
津
軽
を
奪
回

て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
父
康

季
と
常
に
行
動
し
、
北
海
道
は

お
ろ
か
福
井
県
や
京
都
に
も
同

行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
享
徳
二
年
に
津
軽
鼻

和
郡
大
浦
の
郷
狼
倉
と
い
う
所

に
舘
を
築
い
て
津
軽
を
安
藤
氏

立
て
籠
り
、
南
部
氏
征
討
の
旗

る
南
部
の
軍
勢
は
実
に
六
千
余

騎
と
い
う
大
軍
で
し
た
。
当
時

義
季
は
奥
方
も
な
く
、
安
藤
家

方
安
藤
四
郎
重
季
の
子
政
季
を

そ
の
政
季
も
渡
島

（十
三
湊
破

減
の
時
）
の
時
す
で
に
捕
虜
と

に
義
季
が
津
軽
奪
回
に
い
か
に

執
念
を
燃
や
し
て
い
た
か
が
想

像

さ

れ

ま

す

。

ま

さ

に

「
炎

立

つ
」

と

は

こ

の
よ

う

な

心

理

状

義

季

こ

の
狼

倉

舘

の

一
戦

で
南

部

軍

の
攻

略

に
あ

た

ら

青

年

武

将

義

季

は

城

を

枕

に
討

死

い
た

で
し

ょ
う

。

十

三

湊

を

本

拠

と

し

た

安

藤

氏

幕

下

の
侍

も

多

く

き

残

っ
た

武

士

た

ち

は

川

を

つ

た

っ
て
深

浦

方

面

に

退

散

し

、

深

浦

に
舘

を

築

い
て
南

部

氏

の

攻

撃

に
備

え

た

と

い
う

こ
と

が

書

か

れ

て

い
ま
す

。

深

浦

町

に

は

、

「
元

城

」

と

当

時

の
舘

跡

な

の
か

は

っ
き

り

し

て

い
ま

せ

ん
。

今

後

の
発

掘

で
証

拠

だ

て

る

も

の

が

出

土

す

も

見

当

た

り

ま

せ

ん
。

狼
倉
舘
跡

以

上

の
よ

う

に
義

季

は
無

念

の
裡

に

、

享

徳

二

年

十

月

九

日

狼

倉

舘

で
生

害

し

ま

し

た
。

そ

の
遺

跡

は

現

在

の
ど

こ
な

の

で

中

津

軽

郡

岩

木

町

新

法

師

と

い
う

所

に

い
く

つ
か

の
舘

跡

が

残

さ

れ

て

い
ま

す

。

中

世

の
鼻

和

郡

大

浦

郷

に
属

し

て

い
た
所

で
す

。

こ

の

「
狼

倉

舘

」

跡

に

は

現

在

二

説

が

あ

り

ま

す

。

新

あ

る

高

館

山

（
標

高

二

三

二

・

八

ｍ
）

が

そ

の

一
。

そ

の
二

は

そ

の
北

西

約

ニ

キ

ロ
で
新

法

師

高

舘

山

の
高

台

は

現

在

リ

ン

ゴ

園

に

な

っ
て

い
る

が

、

最

初

植

樹

の
節

高

台

一
面

が

人

骨

で

戦

場

の
跡

を

思

わ

せ

る

所

で
あ

道

路

で

二

ヶ
所

に

分

け

ら

れ

た

す

。

高

舘

か

ら

は

板

碑

も

発

見

さ

れ

た

と

の
話

が

あ

り

ま

す

か

ら

、

高

舘

跡

の
可

能

性

が

強

い

よ
う

で
あ

り

ま

す

。

後

究

に
待

と

に

か

く

、

義

季

の
戦

死

に

よ

っ
て

、

十

三

湊

の
本

家

筋

の

血

統

が

な

く

な

り

ま

し

た
。
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情報をお寄せ<ださい

● し 5世
役場の電話は62-2111

‖
なんでも110番係.をご利用下さい

―
行政に対する要望、苦情、相談などあ気軽にどうぞ

市浦村の人口と世帯数  平成481現在
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豪
高

脂

血

症

に

つ

い
て

も

っ
と
詳

し

く

知

り

た

い
人

は
各

地

区

で

実

施

し

て

い

る

健

康

相

談

を

ご

利

用

％

襴

一
　

お

誕

生

〓
一
上
　
雅

樹

（相
内
）
雅
　
光

竹

谷

真
希
子

⌒脇
元
）

徹

一
４

　
ご

結

婚

同
剛

回

渋
　
谷
　
サ
　
ヨ

（相
内
）
８７
歳

櫛
　
引
　
由
喜
雄

（脇
元
）
６７
歳

福

島
　
ハ
　
ナ

（十
三
）
８。
歳

士
口
　
田
　
ツ
　
ギ

（相
内
）
６７
歳

〓
一　
上
　
ツ
　
ワ

（相
内
）
７９
歳

秋
田
谷
　
ク
　
一一
（桂
川
）
９４
歳

木
　
村
　
定
　
雄

（桂
川
）
７６
歳

工
　
藤
　
正
　
美

（相
内
）
７２
歳

糸
　
谷
　
正
　
義

（相
内
）
５４
歳

励

蔭

コ

こ

ち

ら

編

集

室

先
月
号
で
、
広
報
紙
づ
く
り
に

ヨ
シ
エ
さ
ん
か
ら
歴
史
探
見
バ
ス

ツ
ア
ー
の
レ
ポ
ー
ト
が
届
き
、
ボ

ク
担
当
Ｍ
は
思
わ
ず
感
激
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の

み
の
あ
る
広
報
を
日
指
し
て
が
ん

上
司
の
ひ
と
り
ご
と

（口　椰　師士御
一動

（靖
］
中
『
一神

（」　釧　］　申
一脚

（郵　時　華　無
一躊

（利　榊　親　一
一睛

（畑　ぃ　は美「
一脚

（峰
輔
蟻
劃
一軒


